
※「修己治人」とは、「学問等の修養して徳を積み、それにより人々を感化して世の中を良くして
いく」という言葉です。吉田松陰の松下村塾でも、「修己治人の学」が説かれていたそうです。 

Vol.６ 

　寒暖の差が激しい日々が続きますが、いかがお過
ごしでしょうか。今年も市民の方々の意見をしっかり
と伺い、初心を忘れる事無く全力で活動して参りま
す。市議会に送って頂いてから、今年で４年目を迎
えます。今年はまさに１期任期中で集大成の年と言

えます。これまでの約３年間を振り返り、市議会当選
一回生としては、大変多くの事を経験させて頂いた
と感じており、心から感謝しております。 また、３年
前の選挙のときにお約束をさせて頂いた公約につい
ても、多くの事を実現させて頂く事が出来ました。	
  

その中でも特に昨年の活動を通じて、「議会基本条例」の制定や、「中核移行への
議決」などを実現させる事が出来ました。	

　しかし、これがゴールではありません。「市民の意見がより直接反映される為の
議会改革」や「八王子の事は八王子で決める事が出来る」環境づくりに向けて、今
やっとスタートラインに立った、と言う状況だと思います。	


　これから、中核市移行に向けては３０本を超える独自条例の制定と様々な基準
づくりを行う事になります。また、議会改革では条例に明記された様々な制度の細
目を定め、しっかり運用していく必要があります。それらがなされて初めて目的が
達成されると思います。これまでも、これからも走り続けます！	


発行所：安藤修三後援会事務所：八王子市散田町１‐７‐２	
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ごあいさつ	


上記ご記入のうえ、この用紙をFAXください。	


＜安藤おさみ	
 プロフィール＞	
 
1980年4月28日散田町のサラリーマン家庭に生まれる	
 
【学歴】山田小、第七中、日大三高、日本大学卒業、早稲田大学大学院	
 政治経済学
術院	
 修了（公共経営修士）。	
 
【職歴】商社営業を経て㈱船井総合研究所にて経営コンサルティング職として勤務。	
 
【政治活動】2011年八王子市議会議員に3,671票を賜り初当選。 
厚生委員、復興支援・防災対策特別委員会副委員長、議会運営委員として議会活動
を行う。【その他】いちょう祭り実行委員、消防団団員など 

お名前　　　　　　　　　　　　　　　お電話番号 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
 
 
ご住所 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
■ご意見・ご要望、座談会で語りたい事など　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
安藤おさみHP・ブログ【安藤おさみ】で検索！ 
メール：osamiando55@gmail.com　 

ご意見、語る会（座談会）随時募集中！	


数字あれこれ この数字、どう思いますか？	


市政報告	


８９％、　皆さんはこの数字、何だと思いますか？	
  
　　昨年１２月上旬に共同通信社が実施した世論調査で、特定秘密保護法の修

正・廃止を求める人の割合です。特定秘密保護法を今後どうすれば良いかとい

う問いに、「修正する」とした人が５４．１％、「廃止する」とした人が２８．２％で、

合わせて８９．３％になりました。「そのまま施行する」とした人は９．４％でした。	
  
　八王子市議会でも、昨年１２月の定例会で国会及び政府に対し「特定秘密保

護法の撤廃を求める意見書」が提出され、私は会派を代表してその意見書に賛

成討論を行いました。討論の要旨は、本法律の重要性に鑑みても審議過程が

あまりに拙速であり、到底十分な審議や国民的周知がなされたとは言えないこ

と。また法律の内容について①指定される秘密の範囲が曖昧である。②秘密
指定等の運用を監視する第三者機関の独立性が担保されていない。③特定秘
密に国会が主体的にアクセス出来ない。④処罰規定の重さや範囲の広さから、
報道機関の取材や報道活動を萎縮させる可能性が高い、事を指摘しました。国

民の安全と国家の存立の為に秘密保護法制の整備は必要だと考えますが、上

記の理由から本法律は一旦撤廃し、上述の点を踏まえて一から議論し直すこと

を求めました。結果的に、自民、公明、みんなの党が反対し、反対多数で意見書

は否決となりました。今回は残念な結果となりましたが、今後もしっかりと国会の

動きにもアンテナを張り、意見を述べていこうと思います。	
  

安藤 おさみ�
八王子市議会議員　	
  

市民•民主クラブ	
  

あ　ん　ど　う　　　　　　　　　　　　　　修　　　　　　三	
  



議会での主張（提案）	


八王子市議会、改革が始まっています！	

　私が３年前の選挙の時に一番に訴えたのは議会改革の必要性でした。その一

環として、議会基本条例条の策定をお約束しました。議会改革の指針となるその

条例を、昨年９月の定例会で可決することが出来ました。そして今年６月の定例会

から、この条例が施行•適用され、一般質問における一問一答方式（国会の予算委

員会をイメージして下さい）の導入が実現することになりました！これまで一般質	


	
  　現在八王子市では、約８０％の町会・自治会が自主防災組織を結成しています。
私も地元の自治会の役員として、自主防災組織の活動に参加しています。自主防	
  

　八王子市では、一昨年に一般市としては全国初となる、いわゆる障害者差別禁

止条例を施行しました。しかし、条例が出来てから目に見えて障害のある人の社

会進出や居場所づくりが進んだとは言えません。今後、条例の理念を具現化し、

障害のある人への正しい理解と正しい配慮がなされる社会の実現に向け、一般的

な啓発活動のみならず、学校教育の現場で相互交流の機会を増やし、幼少期か

ら障害のある人への理解が一層図られる環境を整備するべきと主張しました。	
  

　現在八王子市では、平成２７年より富士森公園をリニューアルする計画を策定

中です。施行計画の詳細はまだ固まっていませんので、計画策定にあたって「幅

広い世代が集う地域コミュニティの中心となるような公園」となるよう、幾つか提案

しました。	


主な内容としては老朽施設（市民体育館など）の改修を行う事に加えて、①公園

外周のジョギングコースを整備する事②公園内にバスケットコートやドッグランな	


~自主防災組織の機能強化~※一般質問より	


~障害のある人もない人も~※一般質問より	


~富士森公園のリニューアルについて~※一般質問より	


　一方、②についてはスペースを確保が難しいとの答弁がありました。質疑の中

で、リニューアルに伴い陸上競技場東側の未利用地や民有地等を取得し、約

１~２haの増床を行う方針で、さらにそこを主に駐車場として整備する方針も明ら

かになりました。市民球場は大会開催時に選手の利用する大型バスが乗り付け

られる駐車場が無く、それを改善する意味での駐車場整備には賛成です。	


　しかし、現在富士森公園全体の駐車場収容台数は、デニーズ西側の臨時駐車

場も含め約４００台あります。その上、今回明らかになった八王子市の計画通り

に駐車場を整備すると富士森公園全体で収容台数５５０台を超える規模の駐車

場が整備されることになります。日本有数の規模を誇る世田谷区の駒沢公園の

駐車場台数が約３２０台ですから、今回の計画がどれほど多くの駐車場を整備し

ようとしているか、お分かり頂けると思います。果たしてそんなに多くの駐車場が

必要でしょうか？今でもイベント開催時には駐車場が満杯になる事はありますが、

通常はかなり余裕があります。	


　そもそもこれは、「公共交通の利用促進」という八王子市の方針にも反するので

はないでしょうか。今回増床される予定のスペースに関しては、コミュニテイの核

となるような、市民が集える施設としての活用が望ましいと思います。	


　その意味でも、今回明らかになった八王子市の方針に関しては、今後も再考・

修正を促していきます。	


ど、市民が集い気軽に利用出来る施設

を整備する事③陸上競技場の車いすで

の観覧席利用、トラック利用を可能にし、

バリアフリー化を進める事④陸上競技場

トラック内の芝生箇所を競技（サッカー）

等で利用出来るようにする事などを提案

しました。そのうち①、③、④については

私の提案を受け、計画に盛り込まれる方

向になりました。	


問は一括質問方式（国会の代表質問をイメージし

て下さい）のみで、市民から、「分かりにくい、（原稿

棒読みの）予定調和じゃないか」とのご指摘を受け

る事がありました。それがこの６月から、発言者が

総括方式か一問一答式かを選択して、自由に質問

出来るようになります。一問一答式の導入で、タイ

ムリーで分かりやすい、より突っ込んだ議論が出来　	


るようになります。より市民の皆様の意見を適切に反映させられる議会に改革する

には、何より議員一人一人の資質向上が一層求められる事は言うまでもありませ

ん。併せてこの他にも条例に明記されている制度的な改革を続けていきます！！	


災組織は、大規模災害時に地域防災の要となる重要

な組織です。一方、その活動内容には地域によって

バラつきがあるように思います。自主防災組織の活動

内容を充実させていくため、市として一定の指針を示

し、活動の底上げを図るべく支援していく必要がある

と訴えました。市側からもその必要性を認識し、底上

げを図るべく取り組んでいくとの答弁がありました。	
  


